
＃１７５：エレン・ホワイトは聖書終末預言に暗号化、教

理の厳密チェック必要 

●エレン・ホワイト（Ellen White �ʨʩʩʥʥ�ʯʬʠ）を検索 

●エレン・グールド・ホワイトとは アメリカのセブンスデー・アドベンチ

スト教会の創立において指導者として活躍し、「預言者」と呼ばれて

いた人物。生涯で見た幻の内容は文書として残され、セブンスデー・

アドベンチスト教会にとって聖書に次いで重要な文章と受け止められ

ている。生年月日：1827年11月26日、出生地：アメリカ メイン州ゴーラ

ム 死亡日：1915年7月16日（wiki） 

●第三スキップのマトリクス読み取り 第一、第二マトリクスは重要

キーワードを拾えず、第三スキップマトリクスのみ分析。◆「悪意・有

害」「暗くする」「イシマエル」「盲目」「脅迫者」「信者」「終わり」「満期」

「看守」など気になる単語群。◆この第三マトリクスからはかなり悪い

印象を受ける。「イシマエル」はイスラエル部族の親戚（イサクの異母

兄）で、歴史的に対立する存在。「悪意・有害」「暗くする」「盲目」「脅

迫者」等はかなりネガティブだ。◆第一スキップテキスト交差箇所を

拾うと、「全地に出ていく、呪いの言葉」が「家の中に宿って、これを

その木と石と共に滅ぼす」、また、罪悪というエパ枡の中のひとりの女

のために家を建てるという、敢えて嬉しくない箇所への暗号化が見え

る。◆ただ、ヨシュアの清めと戴冠記事は肯定的意味と取れる。 

●第一スキップテキスト(292)k ゼカリヤ3:10万軍の主は言われる、

その日には、あなたがたはめいめいその隣り人を招いて、ぶどうの木

の下、いちじくの木の下に座すのである」。4:6すると彼はわたしに

言った、「ゼルバベルに、主がお告げになる言葉はこれです。万軍の

主は仰せられる、これは権勢によらず、能力によらず、わたしの霊に

よるのである。4:12 重ねてまた「この二本の金の管によって、油をそ

れから注ぎ出

すオリブの二

枝はなんで

すか」と言う

と、5:4万軍の

主は仰せられ

ます、わたし

はこれを出て行かせる。これは盗む者の家に入り、またわたしの名を

さして偽り誓う者の家に入り、その家の中に宿って、これをその木と

石と共に滅ぼすと」。5:9それからわたしが目をあげて見ていると、ふ

たりの女が出てきた。これに、こうのとりの翼のような翼があり、その翼

に風をはらんで、エパ枡を天と地との間に持ちあげた。6:3第三の戦

車には白馬を着け、第四の戦車には、まだらのねずみ色の馬を着け

ていた。6:9主の言葉がまたわたしに臨んだ、6:14またその冠はヘル

ダイ、トビヤ、エダヤおよびゼパニヤの子ヨシヤの記念として、主の宮

に納められる。 

◆分析 ゼカリヤ書の終末の幻（第四～第八の幻）の箇所に暗号

化。3:1は第四の幻で「大祭司ヨシュアが、主の使の前に立ち、サタ

ンがその右に立って、これを訴えている」描写から始まり、神がヨシュ

アの服、帽子を一新して祭服を着させ、「地の罪を、一日の内に取り

除く」箇所。4章は第五の幻で、黙示録にも出てくる「二本のオリーブ

の木」。この働きにより山は平地となり「かしら石」を引き出すのは「ふ

たりの油そそがれた者」だ。5:1-4は第六の幻で、神が「全地のおもて

に出て行く、のろいの言葉」を使わし「これは盗む者の家に入り、また

わたしの名をさして偽り誓う者の家に入り、その家の中に宿って、これ

をその木と石と共に滅ぼすと」いう。5:5-11は第七の幻で、罪悪という

エパ枡の中のひとりの女を、シナルの地で女たちのために家を建て

る土台の上に置く。6:1-8は第八の幻で、赤・黒・白・まだらのねずみ

色の馬が全地に出ていく預言、黙示録にも似た描写がある。6:9-15

はヨシュアの戴冠宣言だ。神は一つの冠を作らせヨシュアに被らせ、

その幸福な統治を預言する。 

◆第一スキップテキスト結論 確実に言えるのは「エレン・ホワイトは

終末預言にリンクしている」こと。 

●第三スキップテキスト(5143)（暗号化箇所のみ） 詩38:3（原語は

38:4）あなたの怒りによって、わたしの肉には全きところなく、わたしの

罪によって、わたしの骨には健やかなところはありません。47:8(原語

47:9)神はもろもろの国民を統べ治められる。神はその聖なるみくらに

座せられる。 58:3（原語58:4）悪しき者は胎を出た時から、そむき去

darken 暗くする; 薄黒くする; 憂うつにする; 陰気にする finish 終わり; 最終段階; 

最後の仕上げ; 最終; 完成品 Ishmael イシュマエル, （旧約聖書）アブラハムの長男

（アラブ人の父とも考えられた） malignant 悪意の; 悪性の; 有害な =pernicious 有

害な; 悪性の; 致命的な maturity 成熟; 完成; 満期 sightless 目が見えない, 盲目

の supernal 天からの threatener 脅迫者; 脅かすもの warden 看守, 刑務所の監

視人; 巡視員; 管理人 worshiper お辞儀する人; 崇拝者; 礼拝者; 信者（宗教） 
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第一スキップ292のマトリクス単語（特別な単語は見つからない） 

bohemian 慣習にとらわれない生活を送る知識人または芸術家 

braze 真鍮でつくる; 真鍮色にする; 堅くする; 鑞付けする careless-

ness 不注意; 無関心 cogitation 熟考, 熟慮 degeneration 退歩; 退

化 elimination 除去; 省略; 排除; 消去（代数） implication 含み; 暗

示, ほのめかし; かかわり合い; 巻き込み lift-off 離昇 meaning 意

味; 意図; 意義 omission 省略; 手抜かり review 再調査; 回顧; 復

習; 批評 slackness ゆるさ; 不振; 怠慢 weaken 弱くする; 衰弱する; 

薄くする; ぐらつく  

第二スキップ聖句、暗号化箇所のみ、気になる箇所が太字 

サム上 11:9 そして人々は、きた使者たちに言った、「ヤベシ・ギレア

デの人にこう言いなさい、『あす、日の暑くなるころ、あなたがたは救を

得るであろう』と」。使者が帰って、ヤベシの人々に告げたので、彼ら

は喜んだ。サム上 12:11 主はエルバアルとバラクとエフタとサムエル

をつかわして、あなたがたを周囲の敵の手から救い出されたので、あ

なたがたは安

らかに住むこ

とができた。

サム上 13:5 

ペリシテびと

はイスラエル

と戦うために

集まった。戦

車三千、騎兵六千、民は浜べの砂のように多かった。彼らは上ってき

て、ベテアベンの東のミクマシに陣を張った。サム上 14:1 ある日、サ

ウルの子ヨナタンは、その武器を執る若者に「さあ、われわれは向こう

側の、ペリシテびとの先陣へ渡って行こう」と言った。しかしヨナタンは

父には告げなかった。サム上 14:19 サウルが祭司に語っている間に

も、ペリシテびとの陣営の騒ぎはますます大きくなったので、サウルは

祭司に言った、「手を引きなさい」。サム上 14:37 そこでサウルは神に

伺った、「わたしはペリシテびとを追って下るべきでしょうか。あなたは

彼らをイスラエルの手に渡されるでしょうか」。しかし神はその日は答

えられなかった。サム上 15:4 サウルは民を呼び集め、テライムで人

数を調べたところ、歩兵は二十万、ユダの人は一万であった。サム上 

15:24 サウルはサムエルに言った、「わたしは主の命令とあなたの言

葉にそむいて罪を犯しました。民を恐れて、その声に聞き従ったから

です。 

第二スキップ1166のマトリクス単語（特別な単語は見つからない）  

kingdom 王国; 領域; 専門分野 redeemer 買い戻す人; あがない主 

violence 激しさ, 猛威; 暴力, 乱暴; わい曲 

 

●その他 

今回の調査はEllen White＝�ʨʩʩʥʥ�ʯʬʠ について実施したが、も

ちろんエレン・グールド・ホワイト（Ellen Gould White＝ 

ʨʩʩʥʥ�ʣʬʥʢ�ʯʬʠ ）もあり得る（12文字なので無理だろうが）。エレ

ン・G・ホワイト＝Ellen G. White＝ʨʩʩʥʥ�ʢ�ʯʬʠ は調査したが、感

触が無かった。聖書の暗号検索はヒットすることのほうが珍しい。

Stefan 

 

 

 

 

その他の調査データを参考に掲載します 

り、生れ出た時

から、あやまちを

犯し、偽りを語

る。 68:28(原語

68:29) 神よ、あ

なたの大能を奮

い起してくださ

い。われらのた

めに事をなされた神よ、あなたの力をお示しください。 76:5(原語

76:6)  雄々しい者はかすめられ、彼らは眠りに沈み、いくさびとは皆

その手を施すことができなかった。 83:6 (原語83:7)すなわちエドムの

天幕に住む者とイシマエルびと、モアブとハガルびと、92:0(原語は

91:1の前、節なし)安息日の歌、さんび 104:2（原語同）光を衣のよう

にまとい、天を幕のように張り、 

◆分析 第三スキップテキストもかなり怪しい。気になる単語は「あな

たの怒り」「わたしの罪」「悪しきもの…あやまちを犯し、偽りを語る」

「かすめられ…眠りに沈み」「エドム…イシマエル…モアブとハガ

ル」。最後に良い単語もあるが、暗号評価の場合は概ね中心部の単

語が重要だ。 

●総合評価 以上から、エレン・ホワイトの暗号評価は「だいぶ怪し

い」と言わざるを得ない。そうすると、エレン・ホワイトとその派生教

会（アドベンテストなど）の教理について信頼する前にかなり厳密な

チェックが必要との結論に至る。         2021/02/17 Stefan 


